






















1956 年 7 月 1 日にコザ市が誕生した。初代市長に比嘉真市が就任した。比嘉市長は
米軍（嘉手納航空隊）との米琉親善委員会を結び毎月一回の親善行事を持っていた。そ
の中で那覇市や石川市にある琉米文化会館を航空隊の援助で造って貰う運動を手がけ
た。それで、同年 11 月 21 日付けで行政主席当間重剛宛てに、コザ市の議員、医師、銀
行支店長、保健所長、教職員会長、コザ農研所長、その他市内の各層の代表者を網羅す
る 30 名の著名付けの「米琉文化会館設立について」の陳情書を提出した。ところが、








1957 年 9 月 9 日に比嘉市長は、再び高等弁務官モーア中将と行政主席宛てに「文化
会館建設についての陳情」の文書を、各種団体の代表者 48 名の連著名を添付して提出




化会館に集まってお互いの親善を暖めることができる」と感謝した。注 3　同年 7 月 30
日に、旧スターケイジ跡（越来国民学校の旧敷地）で軍民多数列席の下に鍬入式が盛大
に行われたが具体的に建設する運びには至らなかった。注 4









































ある。その結果、1959 年 4 月 9 日に、ブース高等弁務官より 16，300 ドル、嘉手納航空
隊より 10，000 ドル、嘉手納基地内のハリレラ外人商社より 500 ドルの寄付あり、琉銀
コザ支店より 100 ドルを合わせて 26，900 ドルの資金が造成できた。注 8
このように親善センター建設の気運が乗じてきたとき、大山市長は、沖縄市町村会長
の要務を帯びて上京した。そのついでに、本土の各界に協力と援助を訴えた結果、東京
在の旭光学商事から時価 52,000 円の写真機一台と、南方同胞援護会から図書 1，028 冊
を受けてきた。こうして、1959 年 6 月に競争入札が行われ、起工式を行い工事が始め
られた。同年 11 月 30 日に竣工した。その後も建設資金として、1959 年度の嘉手納航
空隊における米琉合同祭の時に得た収益から 5，000 ドルの寄付があった。注 9


















































182 『南島文化』第 42 号
　＜親善センターの使用＞
これは、「コザ市琉米親善センターに関する条例」で定められている。注 16　条例は
13 条からなり、第 1 条は「目的及び設置」、2 条は「位置及び名称」、3 条「職員」で、







入場料を徴収する  午前 8 時〜午後 6 時まで：ホール（20 弗）、会議室（10 弗）
  午前 8 時〜午後 1 時までと午後 1 時〜午後 6 時：
ホール（12 弗）、会議室（6 弗）
  午後 6 時〜午後 11 時まで：　ホール（18 弗）、会議室（9 弗）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
入場料を徴収しない  午前 8 時〜午後 6 時まで：ホール（10 弗）、会議室（5 弗）
  午前 8 時〜午後 1 時までと午後 1 時〜午後 6 時：
ホール（6 弗）、会議室（3 弗）
  午後 6 時〜午後 11 時まで：ホール（9 弗）、会議室（4 弗 50 仙）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

































図書館のサ−ビスは、1960 年 7 月から開始した。当初の蔵書わずか 2,100 冊であった
ので、室外（館外）貸出はできず、室内閲覧に供し、児童・生徒や学生たちの学習の場
として利用された。開館時間は、月曜日から土曜日は午前 9 時から午後 9 時まで、日曜




金城清子は、1966 年 7 月から二か月間、石川琉米文化会館の配慮によって米国民政
府から司書資格習得研修生の一人として東洋大学（東京）の図書館学夏季講座の研修を受
け、司書の資格を取得した。注 21
金城によれば図書の貸出が始まったのは 1963 年 10 月 1 日からで、所蔵冊数が少ない
ので一人 1 冊で 10 日間を限度としている。
それでは、蔵書を増やすにはどのような手立てがなされたかを次に見る。
　＜「沖縄に本を送ろう」の図書寄贈の呼びかけ＞





184 『南島文化』第 42 号
め、南方同胞援護会や関係官庁や団体等を訪問しコザ市に対する協力と図書寄贈を訴
え続けた。1960 年 1 月に南方同胞援護会をとおして 316 冊が送られて来た。その多
くは古典作品や代表的な文学作品等で、その中で学習に役立つ図書には次のもがある。
平凡社の中学生百科事典（全 11 巻）および児童百科事典（全 24 巻）、玉川こども百
科（32 〜 88 巻）、創元社の世界童話全集（全 8 巻）、図解科学と実験歴史、民俗故事
物語、古典名句集（山本健吉編）、日本美術入門、概説沖縄史（東恩納寛淳）、沖縄と
小笠原、沖縄関係資料、南方諸島の法的地位（吉田嗣延）、等である。1960 年 9 月ま
でに 1,614 冊が送られてきた。
2）  米国民政府（USCAR）からは、1960 年 8 月に 212 冊の寄贈があり、大山市長が民
政府渉外報道局長宛てに 8 月 5 日付きで御礼状（Letter of Appreciation）を発送した。
それらの寄贈図書の多くは人文関連図書と学習参考書が主で、反共的な図書はほとん
ど含まれていなかった。その後も、米国民政府は定期的に図書を 10 〜 30 冊と雑誌
35 種の週刊誌・月刊誌を贈り続けた。なお、石川琉米文化会館は技術的な援助をし
ていた。
3）  1961 年から献本運動が始まった。1963 年 11 月までに、県内から 1 千冊、そして本
土から 2 千冊の寄贈があった。さらに、宮崎県在住の芦崎民三郎氏が、宮崎県下の団
体や個人に呼びかけて、11 月までに 3 回にわたり 1 千冊の図書を届けてきた。12 月
末までに整理された図書は 6，306 冊にも達した。これを入手別に示すと、（市購入：
531 冊、民政府寄贈：2，042 冊、本土からの寄贈：2，923 冊、県内からの寄贈：810 冊）
となっている。その後、日本政府からの寄贈 747 冊、民政府からの寄贈 45 冊、市購
入 10 冊、個人寄贈 3 冊があり、これを含めて 1964 年 3 月までに 7,111 冊となった。
さらに、1964 年になってから、日本政府の援助で 500 ドル分相当の図書を贈りた
いとの申し出があった。希望図書リストを作成して送付した経緯がある。このように
図書も年々増えてきているのに比例して、利用者も 14，005 人（1960 年後半期）、
34,180 人（1961）、47，720 人（1962）、50，278 人（1963）と増加している。






など 604 冊が、東京支部上級ガールスカウト第 2 団から送られてきた。前年 8 月に団
員 17 名が沖縄・アメリカのガールスカウトとの国際交流のためにコザ市を訪問、い
ろいろお世話になったお礼にとコザ市との交歓親善のしるしに贈られたものである。





総記（566 冊）、哲学（428 冊）、歴史（1,197 冊）、社会（2,761 冊）自然科学（719 冊）、













特筆すべき講演会として 2 つ紹介する。一つは、親善センターホールでの第 1 回目の
講演会は 1960 年 6 月に「沖縄の国際法的な地位について」と題して、東京大学教授の
植田とし雄が行った。植田教授は国際短期大学の招きで来島していた。もう一つは、
1962 年 3 月に開かれた文春講演会（文藝春秋社）である。このように、今後は本土の
知名人・学者や沖縄の各界の著名人を招いて定期的に文化講演会を開いて市民の教養・
文化の向上を計ろうと計画していた。注 23






































金から 1 万 7 千ドル、糸満琉米親善委員会の構成メンバーである那覇空軍基地と同基地
の将校婦人クラブから 3 千 6 百ドルの資金援助があった。このように軍関係からと町負
担によって糸満琉米文化会館の設置が実現した。注 27
糸満琉米文化会館は、3 階建て総面積 967㎡で 500 人を収容するホール、図書室、ク
ラスルーム、会議室、小ホール等があり、糸満町が運営に当たっている。なお、落成式
は、1967 年 7 月 20 日に琉米の高官や町民たちの列席のもとに盛大に行われた。その席
上で、琉米文化会館設立の促進に尽力したとして、サムエル・N・向田文化事業部長に
町長から感謝状が贈られた。文化会館の開館日は同年 5 月 5 日であった。注 28
　＜座間味琉米文化会館＞
座間味琉米文化会館建設の発端は、那覇市崇元寺跡にある那覇琉米文化会館が与儀に














明書」も送り、その中で協力人数および沖縄本島在住の 15 名が 500 ドルを寄付するこ




台風被害の影響で着工が 3 年延期された。その間に村内外から 3,300 のドルの一般寄
付を募り、村費から 900 ドルを支出して、計 9，200 ドルの工事費が用意された。1963










1959 年 12 月 1 日の『沖縄タイムス』は、本部町の「生活文化の向上にと　文化会館
の建設を準備」の見出しで報道している。町の青年会が中心になって町当局、議会、教
育委員会、公民館長、区長、婦人会、それに上本部青年会などが集まり、文化会館の建
設計画ついての懇談会を 11 月 28 日に開いた。その席に向田課長も参席していたと伝え
ている。
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